
令和７年１１月２５日 

             「ほたるいか米」を味わう給食 

 

（株）西部営農より、市内小中学校の児童生徒の学校給食用にと「ほたるいか米」を 

300kg寄贈していただきました。（株）西部営農の組合員のほとんどが漁師と兼業で、海 

で獲れたほたるいかを肥料にして、手間暇かけて「ほたるいか米」を作っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東加積小学校では、上田教育長、（株）西部営農 鍋島取締役と児童が一緒に「ほたるい

か米」をはじめとする地場産食材を使った献立を味わいました。 

上田教育長は、「滑川の恵みが詰まったごはんを味わってください。」と話されました。ま

た、鍋島取締役は、「一生懸命おいしいお米を作るので、しっかりとごはんを食べてくださ

い。」と話されました。児童からは、「ごはんが甘く、もちもちしていくて、とてもおいしか

ったです。もっとたくさん食べたいです。」という感想が聞かれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニュー 

              ＜滑川産食材＞ 

・ごはん           ほたるいか米 

・ししゃものからあげ  

・切り干し大根のピリ辛炒め  たまねぎ、にんじん            

・塩こうじ鍋         大根、にんじん、ねぎ 

 塩こうじ 

・牛乳 

 

滑川の恵みがいっぱい詰

まったごはんだよ。 

いつもよりもちもちし

ていて、おいしいな。 

おいしいお米をいっぱ

い食べてね。 


